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1. 概要 

国立研究開発法人土木研究所（以下、当研究所）では、開発中の橋梁診断支援 AI システムに

ついて、システムのインストールに係る負担軽減のため、システムのコンテナ化を行いました。 

本図書は、コンテナ化した橋梁診断支援 AI システムを Docker Desktop for Windows

を使用してインストールする場合のインストールマニュアルです。 
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2. システム概要 

当研究所で開発中の橋梁診断支援 AI システムは、Web サーバ（Apache）上の CGI（PHP）

を用いた Web アプリケーションとして動作し、バックエンドとしてデータベース（DB：

PostgreSQL）を使用しています。そのため、PC に Apache や PHP、PostgreSQL 等を

個別にインストールを行い、各々が正しく動作するように設定を行う必要があり、システムが使

用できる状態にするまでに大きな負担がありました。 

そこで、Docker コンテナエンジンを使用し、橋梁診断支援 AI システムをコンテナ化するこ

とで、Ｄｏｃｋｅｒコンテナエンジンが使用可能な環境であれば容易にインストールできるようなシ

ステムとしました。 

図 2-1 に示すように、Apache や PHP、PostgreSQL 等が各種設定内容も含めてコンテ

ナ化されているため、コンテナエンジン上にコンテナとして一括でインストールすることができ、

Docker コンテナエンジン環境が準備されている PC 上であれば同じ設定内容でシステムを

再現することが可能です。 

 

 

図 2-1 システムコンテナ化イメージ 
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3. 動作環境 

橋梁診断支援 AI システムの動作環境を以下に示します。 

 

表 3-1 動作環境 

項目 名称 バージョン等 

OS Windows10/11 64bit Pro, Enterprise, Education 

（備考） 

Hyper-V、Windows コンテナ、

WSL 機能の有効化が必要 

開発言語 PHP 7.4.33 

データベース Postgre SQL 11 

Web サーバ Apache 2.4 以上 

使用ブラウザ Google Chrome Ver.83 以降 

 

3.1. Windows の設定変更 

Windows 上で Docker コンテナエンジンを使用するには、Hyper-V 等の機能を有効化

する必要があります。Docker Desktop for Windows をインストールする場合、これらの

機能はインストール時に自動的に有効化されますが、必要に応じて設定の変更を行ってくださ

い。 

以下ではこれらの機能を有効化する方法について示します。なお、ここでは Windows10

を使用する場合の設定変更について示します。Windows１１の場合も同様の設定変更を行う

ことで使用可能です。 

 

① Ｗｉｎｄｏｗｓのスタートメニューから「設定」を選択します。 

 

 

図 3-1 Windows の設定画面の起動 
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② 設定画面から「アプリ」を選択します。 

 

 

図 3-2 Windows の設定 

 

③ 「アプリと機能」画面から「プログラムと機能」を選択します。 

 

 

図 3-3 アプリと機能 
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④ 「プログラムと機能」画面から「Windows の機能の有効化または無効化」を選択します。 

 

 

図 3-4 プログラムと機能 

 

⑤ 「Windows の機能の有効化または無効化」画面において、「Hyper-V」と「Linux 用

Windows サブシステム」と「Windows ハイパーバイザープラットフォーム」と「コンテ

ナー」にチェックをつけ「OK」を選択します。 
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図 3-5 Windows の機能の有効化または無効化 

 

 

⑥ 再起動後に設定が有効化されます。 
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4. インストール手順 

Docker Desktop for Windows を使用する場合の橋梁診断支援 AI システムのインス

トール手順を以下に示します。 

 

4.1. Docker Desktop for Windows のインストール 

Docker Desktop for Windows のインストール手順を示します。 

 

① 以下の URL から環境に合わせた「Docker Desktop for Windows」をダウンロー

ドします。 

 

URL : https://www.docker.com 

 

図 4-1 Docker Desktop for Windows のダウンロード 

 

② ダウンロードした「Docker Desktop installer.exe」を起動します。 

 

③ デバイスに変更を加えることを求められるので、「はい」を選択します。 
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図 4-2 Docker Desktop for Windows からの変更確認 

 

④ 「Configuration」画面が表示されるので、「Use WSL2 instead of Hyper-V

（recommended）」と「Add shortcut to desktop」にチェックが付いていること

を確認し、「OK」を選択します。 

 

 

図 4-3 Docker Desktop for Windows の Configuration 
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⑤ インストールが開始します。インストールにはしばらく時間が掛かります。 

 

 

図 4-4 Docker Desktop for Windows のインストール 

 

⑥ インストールが成功した後、「Close」を選択します。 

 

 

図 4-5 Docker Desktop for Windows のインストール完了 
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⑦ デスクトップに作成された「Docker Desktop」のショートカットから、「Docker 

Desktop for Windows」を起動します。 

 

⑧ 起動すると、「Docker Subscription Service Agreement」への同意が求められ

ます。 

250 人以上の従業員もしくは、1000 万ドル以上の売り上げがある場合、「Docker 

Desktop for Windows 」を使用するには有料の「Docker Subscription 

Service」に加入する必要があります。 

問題なければ、「Accept」を選択します。 

 

⑨ Docker へのログインが求められるので、アカウントをお持ちの場合は、ログイン情報

を入力し、ログインを行います。Google アカウントや Github アカウントでのログイン

も可能です。 

 

図 4-6 Docker へのログイン 

 

⑩ アカウントが無い場合、「Create an account」を選択します。 

 

⑪ ブラウザでアカウント作成画面が表示されるので、画面の指示に従い必要な情報を入

力しアカウントを作成します。 
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図 4-7 Docker アカウントの作成 

 

⑫ 新規作成の場合、登録したメールアドレスにアカウント有効化の確認メールが届きます

ので、メールに記載されているリンクから有効化画面にアクセスし、アカウントを有効化

します。 

 

⑬ アカウントを有効化するとログインが可能になりますので、Docker にログインします。 

 

 

図 4-8 Docker へのログイン 
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⑭ ログインに成功するとログイン状態で「Docker Desktop for Windows」が起動し

ます。 

 

以上で、「Docker Desktop for Windows」のインストールは完了です。 

コンテナの作成に必要となるため「Docker Desktop for Windows」が起動した状態で

以下の橋梁診断支援 AI システムのインストール作業を行います。 

 

4.2. 橋梁診断支援 AI システムのインストール 

橋梁診断支援 AI システムのインストール手順について以下に示します。 

 

① 「docker_橋梁診断支援 AI システム」フォルダを Windows 上の任意の場所にコピー

します。「Docker Desktop for Windows」を使用する場合、このフォルダをベース

としてコンテナを作成し、コンテナと結びつきます。 

② スタートメニューの「Windows システムツール」からコマンドプロンプトを起動します。 

 

図 4-9 コマンドプロンプトの起動 

 

③ コピーした「docker_橋梁診断支援 AI システム」フォルダ配下の「appcont」フォルダ

のパスを調べ、コマンドプロンプト上でｃｄコマンドを使用し、「appcont」フォルダへ移

動します。 
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コマンド： cd 調べた「appcont」フォルダのパス 

 

図 4-10 「appcont」フォルダへの移動 

 

④ 「appcont」フォルダに移動後、コマンドプロンプト上で「docker compose up -d」

を実行します。これにより、コンテナの作成が開始します。コンテナの作成にはしばらく

時間が掛かります。 

 

 

図 4-11 橋梁診断支援 AI システムのコンテナ作成 

 

⑤ コンテナの作成に成功すると、Docker エンジン上でコンテナが起動されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

橋梁診断支援 AI システムは、「webapp」コンテナと、「appdb」コンテナから構成されま

す。ここで、「webapp」コンテナは PHP を含むＡｐａｃｈｅ Ｗｅｂサーバコンテナであり、

「appdb」コンテナはＰｏｓｔｇｒｅＳＱＬ ＤＢコンテナです。 

なお、「docker_橋梁診断支援 AI システム」フォルダ内の「html」フォルダが「webapp」

コンテナと結びつき、橋梁診断支援 AI システムのコンテンツフォルダになります。 

また、「docker_橋梁診断支援 AI システム」フォルダ配下の「appcont」フォルダ配下の

「dbdata」フォルダが「appdb」コンテナと結びつき、PostgreSQL のデータフォルダとな

ります。 
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⑥ コンテナ作成が完了すると、「Docker Desktop for Windows」の GUI 上に作成

したコンテナが表示されます。 

以降は、「Docker Desktop for Windows」の GUI 上から橋梁診断支援 AI シス

テムの起動および停止を行う事ができます。 

 

以上で、橋梁診断支援 AI システムのインストールは完了です。インストールが成功していれ

ばブラウザからアクセスすることで橋梁診断支援 AI システムを使用することができます。 

 

 

図 4-12 Docker Desktop for Windows 上でのコンテナ 
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4.3. 動作確認 

橋梁診断支援 AI システムの動作確認を行うには、ブラウザから以下の URL にアクセスしま

す。橋梁診断支援 AI システムのトップ画面が表示されればインストールは成功です。 

 

URL ： http://localhost 

 

 

図 4-13 橋梁診断支援 AI システムのトップ画面 
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5. 起動・停止方法 

「Docker Desktop for Windows」を使用する場合の橋梁診断支援 AI システムの起

動・停止方法を以下に示します。 

 

5.1. 橋梁診断支援 AI システムの起動 

Windows のデスクトップに配置されたショートカットから「Docker Desktop for 

Windows」を起動します。「Docker Desktop for Windows」を起動すると橋梁診断支援

AI システムも起動します。 

図 5-1 に示すように、GUI 上の「Containers」を選択すると、「appcont」が起動してい

ることがわかります。この「appcont」が橋梁診断支援 AI システムに該当します。 

 

 

図 5-1 橋梁診断支援 AI システムの起動確認 

 

また、「appcont」を選択すると、図 5-2 に示すように「webapp」コンテナと、「appdb」

コンテナの状態を確認することができます。「webapp」コンテナと、「appdb」コンテナを選択

すると、各コンテナのより詳細なログを確認することもできます。 
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図 5-2 橋梁診断支援 AI システムの状態確認 

 

 

また、コンテナが停止している場合、「▷」ボタンを選択することで、コンテナを起動することが

できます。 

「Docker Desktop for Windows」GUI の「Containers」画面において、「appcont」

の右側の「▷」ボタンを選択することで橋梁診断支援 AI システムを起動することができます。 

また、「Containers」画面で「appcont」を選択した場合、「webapp」コンテナおよび

「appdb」コンテナの右側にある「▷」ボタンを選択することで「webapp」コンテナおよび

「appdb」コンテナをそれぞれ個別に起動することができます。 
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5.2. 橋梁診断支援 AI システムの停止 

「Docker Desktop for Windows 」の GUI の「Containers 」画面において、

「appcont」の右側の「□」ボタンを選択すると、橋梁診断支援 AI システムを停止することが

できます。 

 

 

図 5-3 橋梁診断支援 AI システムの停止 

 

また、「Containers」画面で「appcont」を選択した場合、「webapp」コンテナおよび

「appdb」コンテナの右側にある「□」ボタンをクリックすることで、「webapp」コンテナおよび

「appdb」コンテナをそれぞれ個別に停止することができます。 

 

 

図 5-4 コンテナの個別停止 



5-19 
 

 

なお、一度起動した「Docker Desktop for Windows」の GUI は、不要になるまで終了

しないでください。橋梁診断支援 AI システムを起動した状態で、「Docker Desktop for 

Windows」の GUI を終了してしまうと、バックグラウンドで Docker エンジンが起動し続け

るため、コマンドプロンプトからでないと橋梁診断支援 AI システムを停止できなくなります。 

また、バックグラウンドで Docker エンジンが起動した状態の場合、「Docker Desktop 

for Windows」の GUI が起動できなくなります。この場合、タスクマネージャーから

Docker 関連のプロセス（Docker Desktop や Docker Desktop Backend 等）を終

了しないと、再度「Docker Desktop for Windows」の GUI を起動することができません。 
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6. コンテナとホストシステム 

橋梁診断支援 AI システムとホストシステム（Windows）との関係について以下に示します。 

 

6.1. コンテナとホストシステムの関係 

上述のように、橋梁診断支援 AI システムをインストールすると appcont コンテナがインス

トールされます。また、appcont コンテナは以下の 2 つのコンテナから構成されています。 

 

（webapp コンテナ） 

 ・Ｗｅｂサーバ機能を担当するコンテナ 

 ・ＰＨＰを使用可能なＡｐａｃｈｅが動作 

 ・Ａｐａｃｈｅのドキュメントルートがホストシステム上のフォルダにマウント 

 ・ホストシステムの 80 番ポートがコンテナの 80 番ポートとマッピング 

 ・ホストシステム上のブラウザから「http://localhost」にアクセスすることで接続可能 

 

（appｄｂコンテナ） 

 ・ＤＢ機能を担当するコンテナ 

 ・ＰｏｓｔｇｒｅＳＱＬが動作 

 ・コンテナ構築時にホストシステム上のバックアップデータからＤＢを復元 

 ・コンテナ上のＤＢのデータ格納フォルダをホストシステム上のフォルダにマウント 

 ・ホストシステムの 5432 番ポートをコンテナの 5432 番ポートとマッピング 

 ・ホストシステムの 5432 番ポートからＤＢに接続可能 

 

図 6-1 に Docker 環境上のコンテナとホストシステムの関係を示します。 

 

図 6-1 に示すように、webapp コンテナの 80 番ポートがホストシステムの 80 番ポートと

マッピングされています。また、appdb コンテナの 5432 番ポートがホストシステムの

5432 番ポートにマッピングされています。 

そのため、ホストシステムの 80 番ポートから webapp コンテナの 80 番ポートに、ホスト

システムの 5432 番ポートから appdb コンテナの 5432 番ポートに接続することが可能と

なっています。これにより、ホストシステム（localhost）にＷｅｂブラウザからアクセスすること

で、webapp コンテナ上の橋梁診断支援ＡＩシステムにアクセス可能であり、また、ホストの

5432 番ポートを経由して appdb コンテナ上の PostgreSQL に接続可能となります。 
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図 6-1 橋梁診断支援 AI システムとホストシステムの関係 

 

また、ホストシステム上の「docker_橋梁診断支援ＡＩシステム」フォルダの「html」フォルダが、

webapp コンテナ上の Apache の Document Root である「/var/www/html」フォル

ダにマウントされています。これによりホストシステム上のファイルを編集することで、

webapp コンテナのＷｅｂアプリケーションの内容を変更することが可能となります。 

同様に、ホストシステム上の「 ./initdb」フォルダが appdb コンテナ上の「/docker-

entrypoint-initdb.d」フォルダに、ホストシステム上の「./dbdata」フォルダが appdb コ

ンテナ上の「/var/lib/postgresql/data」フォルダに、ホストシステム上の「./backupdata」

フォルダが appdb コンテナ上の「/tmp」フォルダに、それぞれマウントされています。これに

より、ホストシステム上にＤＢのデータが保持され、コンテナ終了時にデータが削除されること

はありません。 

 

6.2. ポートの競合 

上述のように、橋梁診断支援 AI システムではホストシステム（Windows）のポートと各コン

テナのポートをマッピングすることで、ホストシステム上から各コンテナへのアクセスが可能と

なります。 

一方で、コンテナのポートとマッピングするポートがホストシステムで既に使用済みの場合、

コンテナ起動時にポートマッピングが失敗し、コンテナの起動エラーとなってしまいます。 

橋梁診断支援 AI システムでは、webapp コンテナと appdb コンテナはそれぞれ、

Apache と PostgreSQL の標準ポートをマッピング先のポートとして使用しています。その

ため、例えば、ホストシステム上でＡｐａｃｈｅ等のＷｅｂサーバを動作させている場合や、ホスト

上でＰｏｓｔｇｒｅＳＱＬを動作させている場合には、ポートが使用されているためポートマッピン

グが失敗することがあります。 

Apache 80 80

Docker Containers Host System

/var/www/html ../html

PostgreSQL 5432

/docker-entrypoint-initdb.d

/var/lib/postgresql/data

/tmp

5432

./initdb

./dbdata

./backupdata

(webapp)

(appdb)

docker_橋梁診断支援AIシステム
/appcont

ポートマッピング

マウント
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この場合、ホスト上のポートが競合しているプログラムを停止するか、コンテナとマッピング

するポートの設定を変更する必要があります。以下、ポートが競合した場合の回避方法につい

て示します。 

 

6.2.1. ポート競合の確認 

ポートの競合が発生するかを確認するにはホストシステム（Windows）のコマンドプロンプ

トで以下のコマンドを実行してください。 

 

netstat -ano | findstr ":ポート番号" 

 

ここで、ポート番号には競合を確認したいポートの番号を設定します。webapp との競合を

確認する場合には 80、appdb との競合を確認する場合には 5432 を設定します。 

 

コマンドを実行した結果、以下のようにリストが表示される場合、使用ポートの競合は発生い

たします。なお、以下の例は 5432 番ポートの競合を確認した場合の例となります。 

 

 

 

 

 

 

図 6-2 ポート競合時の netstat コマンド実行時の一例 

 

リストが表示された場合には、PID に相当するリストの最後の列の数字（リストの一番上行

の例であれば 6656）を使用して以下のコマンドを実行してください。 

 

tasklist /FI "PID eq 最後の列の数字" 

 

コマンドを実行すると、以下のように指定した PID に該当するプログラムの情報が表示さ

れます。以下の例では、PID 6656 に該当するプログラムは postgres.exe となります。 

 

 

 

 

 

図 6-3 ポート競合プログラムの確認 

  TCP         0.0.0.0:5432       0.0.0.0:0          LISTENING       6656 

  TCP         [::]:5432              [::]:0                 LISTENING       6656 

  TCP         [::1]:5432            [::1]:49723      ESTABLISHED     6656 

  TCP         [::1]:49723          [::1]:5432        ESTABLISHED     7148 

 イメージ名             PID    セッション名     セッション#  メモリ使用量 

=========================＝========＝=== 

postgres.exe      6656  Services                   0    22,244 K 
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このように、ホストシステム上のコマンドプロンプトでコマンドを実行することで、ホストシス

テム上で橋梁診断支援 AI システムのコンテナとポートが競合するプログラムが動作している

かを確認することができます。 

 

6.2.2. 競合プログラムを停止する場合 

ポートの競合を回避する最も簡単な方法は、ホストシステム上で動作しているポートが競合

するプログラムを停止することです。 

6.2.1 に示した方法で、競合するプログラムを確認後、該当するプログラムをホストシステム

上で停止します。6.2.1 に示した例では、postgres.exe が 5432 番ポートを使用している

ため、appdb コンテナとポートが競合するホスト上の PostgreSQL を停止します。 

競合するプログラムの停止後、「docker_橋梁診断支援ＡＩシステム」フォルダの「appcont」

フォルダで再度「docker compose up -d」コマンドを実行します。これによりポートの競合

を回避して、橋梁診断支援ＡＩシステムの各コンテナを起動することができます。 

 

6.2.3. マッピングするポートを変更する場合 

ホストシステム上の競合するプログラムを停止することが難しい場合、橋梁診断支援ＡＩシス

テムの各コンテナとマッピングするホストシステムのポートを変更する必要があります。 

マッピングするポートを変更するには、「docker_橋梁診断支援ＡＩシステム」フォルダの

「appcont」フォルダにある「docker-compose.yml」ファイルを編集する必要があります。

なお、「docker-compose.yml」ファイルを編集する場合、事前に、「appcont」フォルダで

「docker compose stop」コマンドを実行し、各コンテナを停止してから以下の作業を行っ

てください。 

 

（webapp コンテナの設定を変更する場合） 

「docker-compose.yml」ファイルの 16 行目にある以下の行の左側の値を編集し

ます。 

        - "80:80" 

ここで左側の値がホストシステム側のポート番号、右側の値がコンテナ側のポート番号

となります。例えば以下のように編集した場合、ホストシステム上の 8080 番ポートとコ

ンテナの 80 番ポートとがマッピングされることになります。 

        - "8080:80" 

 

この場合、ホストシステム上のブラウザから webapp コンテナの Web サーバにアク

セスするには「http://localhost:8080」のようにポート番号まで指定する必要があり

ます。 
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設定変更後、「appcont」フォルダで「docker compose up -d」コマンドを実行す

ることで、ポートの競合を回避して、コンテナを起動することができます。 

 

（appdb コンテナの設定を変更する場合） 

「docker-compose.yml」ファイルの 36 行目にある以下の行の左側の値を編集し

ます。 

        - "5432:5432" 

ここで左側の値がホストシステム側のポート番号、右側の値がコンテナ側のポート番号

となります。例えば以下のように編集した場合、ホストシステム上の 5431 番ポートとコ

ンテナの 5432 番ポートとがマッピングされることになります。 

        - "5431:5432" 

この場合、ホストシステムから appdb コンテナの PostgreSQL にアクセスするには

接続するポート番号として 5431 を指定する必要があります。 

設定変更後、「appcont」フォルダで「docker compose up -d」コマンドを実行す

ることで、ポートの競合を回避して、コンテナを起動することができます。 

 

以上のように、「docker-compose.yml」ファイルを編集し、コンテナとマッピングするホ

ストシステムのポートを変更することで、ホスト上の既存のプログラムを動作させた状態で、ポ

ートの競合を回避して橋梁診断支援ＡＩシステムを起動することができます。 

なお、上述のようにマッピングするポートを変更した場合、ブラウザから橋梁診断支援ＡＩシ

ステムにアクセスする際の URL が以下のように変更されます。 

 

URL： http://localhost:ポート番号/ 

 

ここで、ポート番号は変更したポート番号の値（上の例であれば 8080）となります。 

また、DB に接続する際に指定するポート番号も変更したポート番号の値（上の例であれば

5431）を指定する必要があります。 

 

 

http://localhost/
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